






「使うエネルギーも、出す二酸化炭素も減らして地球を大切に」

楽しそうに自転車をこぐ女の子たちの明るい表情やカラ
フルな色づかいが、見る者をワクワクさせる。環境に良
い乗り物で遊ぶ子どもたちを天から見下ろす太陽の表情
が印象的だ。

作品
講評

海一面に浮いたごみという重くなりがちなテーマを、青空
や白い砂浜、あえてカラフルなごみを効果的に描くことで
印象的に表現。人間やビーチパラソルを取り入れることで
動きのある作品に仕上がっている。

作品
講評

「泣いている海」

背景のオレンジに補色の緑を合わせた温かみのある色彩
の森の中を鳥が舞い、きれいな彩りの車が乗り入れてい
る。家族での思い出を描いたのだろうか。子どもならで
はの素直な表現が目を引く作品。

作品
講評

「自然を満喫」

ドアの中から出てきた植物が、木に水をやったりごみを
拾ったりしている。自然の思いやりに満ちた行動を植物が
自ら行なうというファンタジーの世界を、独創的な手法で
描いている。

作品
講評

「私たちの手によってよみがえる自然」

ごみの象徴ともいえる空き缶の中から、木が力強く伸び
ている。相反する二つのものも、私たちの行動次第でう
まく共存していけるというメッセージを、高い表現力で訴
えていて説得力がある。

作品
講評

「再利用」

環境汚染が深刻化するいま、海の暮らしにも希望と大変さ
の両面があるということを濃淡のある色彩で豊かに表現し
ている。ごみが入った網の周りで笑いを浮かべた魚が、ま
ずはごみをなくそうよと訴えているようだ。

作品
講評

「みんなでいっしょに海を守ろうよ」
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「環境との調和を失った私たち」

見る者に疑問を投げかけるような表情豊かな鳥と魚の多
様なストーリーが潜んでいるようだ。水の中と外の生き
物の関係性はどうなっているのだろうか。6歳の子の作
品とは思えないほど強い発信力を感じる。

作品
講評

平和の象徴である鳩を囲んで寝転んでいる女の子たちの
幸せそうな表情から、環境がきれいになるとこんなに幸
せになるよ、という未来へのメッセージが感じられる。

作品
講評

「幸せにあふれた世界」

15 〜19世紀ごろの文化様式を研究し、手の形や模様な
ど独特の表現形式を再現しようと試みている。その子ども
ながらに真摯な姿勢から、環境に対して意識の高かった当
時の精神性を取り戻したいという気持ちが読みとれる。

作品
講評

「環境を守る思い」

画面に一部しかおさまらないほど大きな太陽に照らされ
た、環境に良いモチーフや環境を象徴する自然や動物た
ち。笑っているはずの地球の顔にあるのは涙だろうか。
見れば見るほど味わい深い。

作品
講評

「地球にシャワーを」

森を再生しようと植樹に取り組む人々の目が一つしかない。
一つ目で世界の片側しか見ていないから森が消えて行く。
植樹によって再生される森の未来が想像できれば二つの目
が揃うと訴えているのだろう。

作品
講評

「みんなでいっしょにエコ」

豊かな緑と澄んだ海が広がる美しい地球を囲む人間たち。
皆で水を循環させて環境問題を解決しようという、ポジティ
ブな発想と夢に満ちた作品だ。あふれる笑顔からエコに対
する積極的な姿勢が伝わってくる。

作品
講評

「自然保護を楽しむ」
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「さとやまのあき」

落ち葉の中で遊ぶという四季のある国ならではの一コマを
情感豊かに描き、こういうことをできる自然を大切にしよ
うといっている。笑いながら、ではなく真剣に遊んでいる
表情が素晴らしい。

作品
講評

緻密な作品が多い中、おおらかな世界観でひときわ個性
を放っている。大人びたグレイッシュな色彩と、満面の笑
みで仲間と遊ぶ丸々としたハチの対比が素晴らしく、シ
ンプルな構成ながら味わい深さがある。

作品
講評

「ハチさん」

のどかな風景が広がる地域で、ごみ拾いや植栽といったエ
コ活動が行なわれている。手前と奥を色で分けて主役であ
ろう人を墨色で描くなど色使いや構成力に優れ、じわりと
良さが伝わってくる作品だ。

作品
講評

「いっしょに取り組もう！」

輪郭の中を丁寧に塗る作品が多いなかで、勢いのある描き
方が光る作品。水の循環をテーマに描いているが、エモー
ショナルな感じ、動きや思いの丈があって、豊かな自然水を
楽しみたいという純粋な願いが表れている。

作品
講評

「雨の水のしぜん水」
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